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	主題名
	みんなが気持ちよく
	内容項目
	C 規則の尊重

	教材名
	どっちがいいか
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	自分勝手な行動を抑え，衝突や争いを防ぐきまりの機能だけでなく，きまりを効果的に働かせるのは私たち一人ひとりであり，その目的を理解してこそ，自他共に気持ちのよい生活を送ることができるということに気づくため。

	ねらい
	約束やきまりの意義を理解し，相手や周りのことを考えて，それらを守って生活しようとする。
【理解，判断力】ルールが「何のため」「だれのため」にあるかを考え，きまりの意義を理解する。

【心情】相手や周りのことを考えて，ルールを自ら進んで守るよさを感じる。

【実践意欲と態度】相手や周りのことを考えて，ルールを自ら進んで守ろうとする。

	学習指導過程
	・ルールについて考える。
・「どっちがいいか」を読み，ルールの意義や目的を話し合う。
★きまりは互いに気持ちよく生活するためにあることが分かったか。
★相手や周りのことを考え，ルールを自ら進んで守ろうとしているか。
・学習したことと自分の生活を重ねて，みんなが気持ちよく暮らすためのルールを考える。

※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●学級活動
・事前に一人ひとりが学級遊びのルール案を考え，計画とルールなどを決める話し合いをさせる。
・学級遊びの後で，ルールなどについての感想をまとめさせる。
●道徳の授業
・「どっちがいいか」を読み，ルールの意義や目的を理解させる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●日常生活
・身の回りにあるルールには，「どのようなもの」が「何のため」にあるのかを，「みんなが気持ちよく」を視点に調べさせる。
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